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公益財団法人 交通事故紛争処理センター創立50周年記念論文集

創立50周年記念！
研究者・裁判官経験者・弁護士が示す最新の法理と法実務

［編集］公益財団法人交通事故紛争処理センター
A5判／上製／800頁 定価：7,260円(本体：6,600円＋税10％)

本書の特長

公益財団法人交通事故紛争処理セン
ターにおける実務をもとに、現在の問
題点の考察や学説を検討。新たな論
点を整理し、法理の最新の到達点を
提示！

50年の歩みを振り返る鼎談に加え、
長年の蓄積を踏まえて執筆された
論文を収録！

交通事故の紛争解決に努める33名の
研究者・裁判官経験者・弁護士の研
鑚を凝集した一冊！



交通事故紛争解決法理の到達点
公益財団法人　交通事故紛争処理センター創立５０周年記念論文集 定価7,260円（本体6,600円＋税10％）［091298］ 部

＜クレジットカードでもお支払いいただけます＞ CLI
CK!第一法規ストア 検　索詳 細・お申し込みはコチラ

交通事故紛争法理(091298)  2024.2bpd
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この申込書は、ハガキに貼るか、
このままFAXで下記宛お送りく
ださい。

＊弊社宛直接お申し込みいただく場合、一回のご注文でお届け先が一箇所、お買い上げ合計金額5,000円（税込）以上のご注文は、国内配送料サービスといたし
ます。また、お買い上げ合計金額5,000円（税込）未満のご注文については、国内配送料550円（税込）にてお届けいたします。

＊消費税は申込日時の適用税率に依ります。

◎上記のとおり申し込みます。代金については、次に示す方法にて支払います。
　＊現在、弊社とお取引のないお客様につきましては、代金引換にてお支払いをお願い申し上げます。
　（いずれかを    で選択ください。）　　□代金引換により支払います。　　□現品到着後請求書により支払います。

年　　　　月　　　　日

書　　　　名 価格 部数

お客様よりお預かりした個人情報は、納品や請求書等の発送・アフターサービス、弊社製品・サービスのご案内などの目的のために利用させていただきます。また、お客様の個人情報は、
弊社ホームページに掲載のプライバシーポリシーに基づき適切に取り扱います。なお、個人情報についての照会、修正・削除・利用停止を希望される場合、その他お問い合わせにつきまし
ては、お問合せフォーム(https://www.daiichihoki.co.jp/support/contact/contact.php)かフリーダイヤルにてご連絡ください。　フリーダイヤル　　TEL.0120̶203̶696　　FAX.0120̶202̶974

お客様の個人情報の
取扱いについて

キ　リ　ト　リ　線

取 扱 い申　込　書　〈第一法規刊〉

＊代金引換手数料について
　一回あたりのご購入金額
　（商品の税込価格+送料）の合計が

※送料・代引手数料を含む合計金額は、商品のお届け時に配送業者
に現金でお支払いください。その際、クレジットカードはご利用
いただけません。

1万円以下の場合、330円（税込）
3万円以下の場合、440円（税込）
10万円以下の場合、660円（税込）

■宛先
〒107̶8560
東京都港区南青山2̶11̶17
第一法規株式会社
　 FAX.0120̶302̶640
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 １ 被害者側の過失法理の存在意義
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公益財団法人交通事故紛争処理センターの50年の軌跡


